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 ★被災地等を支援する  【 JOSOたす けあい基金】   は注文番号  5 0 0 2 5 3   1口500円にて毎週受け付けて  います。ご協力よろしくお願い致します。 

 ★  関東子ども健康調査支援基金【 寄付】   　注文番号：  5 0 0 2 5 2   　1口1000円～　にて毎週受け付けてい  ます。ご協力よろしくお願い致します。 

 ★  東海第二原発差止訴訟基金【 寄付】   　注文番号：  5 0 0 2 5 1   　1口500円にて毎週受け付けていますご協  力お願い致します。 

 ★  JOSO脱プラ基金  は注文番号：  5 0 0 2 5 4   　1口500円にて毎週受け付けていますご協力お願い致しま  す。 

 2022-23年度活動テーマ（案）「  つくると食べるでつながろう　～私たちの地産地消～  」 

 【参加者募集】  東海第⼆原発差⽌訴訟裁判報告 
 ＆決起集会＠常総⽣協 

  現在、⾼裁で審議継続中の東海第⼆原発差⽌ 
 訴訟の裁判報告会を⾏います。2012年に提訴 
 して始まったこの裁判は、2021年3⽉に⽔⼾地 
 裁で原告側が勝訴しましたが、⽇本原電が即時 
 控訴し、また、⼀部の敗訴した原告も控訴しま 
 した。昨年12⽉に予定されていた第⼀回⼝頭 
 弁論は、⾼裁の裁判担当者が直前に変更にな 
 り、7⽉11⽇に延期されました。 
  今回の報告会では、原告共同代表の⼤⽯さん 
 から裁判についての報告、⽣協の組合員活動で 
 ある「脱原発と暮らし⾒直し委員会」の活動報 
 告、そして、参加者の皆さんでの意⾒交換も予 
 定しています。 
  原告、賛同⼈以外の⽅のご参加もお待ちして 
 います。私達の⼿で2024年の再稼働を阻⽌し 
 ましょう︕ 

 ⽇時    2023年7⽉28⽇（⾦）午前10時より（2時間程度の予定） 
 場所    ⽣協２階 組合員活動室 ※申込多数の場合、変更あり 
 内容    ①東京⾼裁での裁判報告 
    ②常総⽣協から報告 
    ③意⾒交換 
 参加費 無料（資料印刷代を徴収する場合あり、数百円程度） 
 問い合わせ・申込先 常総⽣協 0297-48-4911 
 ※参加ご希望は上記まで、お名前、原告or賛同人、参加人数、連絡先をお知らせください。 

 ネットから申し込みの場合  （右のQRコードからも可）  →   https://bit.ly/3ps4UeS 

 2023年7月の予定 

 〇生協基幹運営/地域活動・催し●  〇提携・協同・連帯企画● 

 〇「常総っ子応援団」ゴンタで遊ぼうin流星台プレイパーク 
 毎週木曜日に外遊び活動をしています。 

 ・7/22（土）鎌倉ハムウインナーづくり講習会 
 ・7/26（水）定例理事会、脱原発とくらし見直し委員会 
 ・7/28（金）東海第二原発差止訴訟　報告会 

 ・7/14（金）、15（土）NW21生協　総会　@常総生協 
 ・7/28（金）、29（土）NW21生協　総務担当者会議 

https://bit.ly/3ps4UeS


 年間  450名の  仲間づくりを⽬標にしています︕ 
 組合員・役職員、ちからを合わせて達成しよう︕ 

 常総⽣協の総組合員数は約5,700名と、全国でもとても⼩さい⽣協です。 
 ●  共感する仲間が増えることで、いのちを⼤切にし、安⼼の暮らしづくりの輪が地域に広 

 がります。⽣産者との⽀え合いも、より確かなものになります。 
 ●  仲間が増え、⼒がつけば、もっと⾊々な事業（地域の環境改善、⽣産者との共同事業な 

 ど）が可能になり、地域も変わっていきます。 
 ●  2023年度は年間450名の仲間づくりを⽬標にしています。みんなの⼒を合わせて達成さ 

 せましょう。職員もがんばります。⽣産者にも⼒を貸してもらう予定です。 
 ●  現在（7/6時点）で76名の新規の⽅が加⼊しました。残り8ヶ⽉で370名以上の仲間を増 

 やしたいです。1ヶ⽉47名獲得に向けて、紹介・チラシ配布・イベント開催協⼒等をお 
 願い致します︕ 

 ぜひお友達・ご家族にお勧めして下さい。家族の健康、より良い地域づくりに、共に取 
 り組む仲間に⼊ってもらえるよう、お声がけお願いします︕ 

 COOP-joso   NewsLetter  　2023年7月4回号  -  2  - 



 JOSOスタートキャンペーン商品について 
 ※お1⼈様1回限りのご利⽤になります。常総⽣協組合員の利⽤はご遠慮下さい。 
 ※天候不順等の原因により、セット内容が⼀部変更になる可能性があります。 
 ※商品はお届け⽇をご相談の上、後⽇お届けします。 
 ※お届け時に宅配について簡単なご案内をさせていただきます。 
 ご不明な点等ございましたら、常総⽣協「拡⼤係」までお問い合わせください。 

 ご近所への常総⽣協お知らせチラシの配布、 
 地域情報協⼒をお願いします︕ 
 〇ポスティング協⼒ 
 職員も⽇々問い合わせ対応や、⼾別訪問活動をおこなってお 
 りますが、供給エリアすべての⽅に知ってもらうには⾄って 
 いません。 
 組合員さんのできる範囲の数で構いません。⼀⼈でも多くの 
 ⽅に常総⽣協を知ってもらうためにも、地域でのポスティン 
 グ活動へのご協⼒をお願い致します。 

 〇地域情報協⼒ 
 ●  新築分譲情報 
 ●  マンション展覧会の情報 
 ●  地域の朝市への出店情報・・・など 

 ⾃治会や、地域の⼈でしか知られていない情報 
 が沢⼭あります。是⾮、常総⽣協をPRできる 
 可能性がある事も含めて、情報を頂けると幸い 
 です。 
 詳細は生協本部（担当：滝本）までご連絡下さい。 
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 組合員・⽣産者・職員のひろば 

 ★美味しいパン見つけた！ 

 おいしいパン見つけた！「クーロンヌの無糖食 

 パン」。袋をあけたらなつかしいパンの香り。今 

 のパンは生地が甘く、フニャフニャの感じ。昔の 

 食パンはほんのり塩気を感じた記憶がありま 

 す。（坂東市・Mさん） 

 ありがとうございます。「無糖⾷パン（⼭型）」で 
 すね。このパンは、砂糖と乳成分を使わずに焼いて 
 います。⽜乳アレルギーのある⽅にもぜひ。⼩⻨の 
 ⾹りが楽しめると思います。  7⽉4回P9【252番】 
 に掲載されています。（パン担当⼩室） 
 　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ★新鮮な赤しそ・らっきょうありがとう 

 赤しそ　らっきょ　ともに新鮮で良いものが作れ 

 ました。ありがとうございました。（取手市・Mさ 

 ん） 

 ありがとうございます。⾚しそ（枝付き）は、つく 
 ばの⽊村さんが2007年から常総組合員向けに毎年無 
 農薬で育てています。  今回の7⽉4回P4【72番】  の 
 掲載で最終になりますので、まだしそジュースを作 
 られてていない⽅はお⾒逃しなく。今からの体質改 
 善で、来年の花粉症に備えましょう。（農産担当柿 
 崎） 

 【しそジュースの作り⽅（酢で煮出すタイプ）】 
 【材料】⾚しそ（枝付）300g、酢1L、砂糖750g 

 ①⾚しそは軽く洗って⽔気を拭き取る。 
 ②鍋に酢を⼊れて⽕にかけ、⾚しその枝部分を 
 持って煮る。しその⾊が出たらボウルを受けた 
 ザルに取り出す。 
 ③ザルに取り出した⾚しそは箸で押して汁をボ 
 ウルに落とし、汁は鍋に戻す。 
 ※残った⾚しそを細かく切って更に煮るともう 
 少し抽出できます。 
 ④砂糖を加えて煮溶かし、粗熱がとれたら消毒 
 した瓶（使⽤した酢の空瓶でも可）に⼊れて保 
 存する。 
 ※⽔を使っていないので、 
 冷暗所で1年程度保存可能。 

 ★岩瀬牧場のプラタナス 

 7月1回の商品案内P7「岩瀬牧場の守り 

 神！？」。写真（プラタナス）の緑の葉があふれ 

 んばかりの木！すてきな写真ありがとうござい 

 ます。私は草木が好きですが、大きな木には何 

 か特別な力があるような感じがします。このプラ 

 タナスの木もやさしく、力強い雰囲気。太い幹、 

 立派ですね。どのくらい立ってくれているのか 

 な。 

 私の実家のすぐ近くの公園になぜか斜めに生 

 えているすずの木（プラタナスって読んでいたか 

 な）があったのを思い出しました。 

 神戸の1995年の大震災のあともたしかに斜め 

 のままで太くなったなぁとふれてみたような・・・ 

 上部で生長が早いのでしょうか。阪神大空襲 

 （太平洋戦争）の年に焼爆弾で焼野原になって 

 しまった跡地に植えられたのかもしれないです 

 が。私が子供のころはそのすすかけの木はそ 

 れほど目立って太くなかった記憶があるのです 

 が・・・。40年ほどの間に公園のすすかけの木も 

 太く立派になっていました。岩瀬牧場のプラタナ 

 スの木も無事でずっとそこにいて欲しいです。い 

 つか会えればいいな・・・。（つくば市・Nさん） 

 いつもありがとうございます。牧場担当の横関で 
 す。現在、岩瀬さんを筆頭に、私含めて合計４名で 
 牧場業務にあたっています。現在はとても暑い時期 
 なので、ちゃんと⽔を飲んでいるか、餌を⾷べてい 
 るか、豚の健康管理にはとても気を使います。 

 お昼休みには、このプラタナスの⽊の下で皆で休憩 
 しますが、⽇差しが遮られて夏場でも⽐較的涼しい 
 です。 
 今後も、結構な豚が育つように 
 頑張ります。（牧場担当横関） 
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